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登録消費材名 オリーブオイル 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

数年前からのキャップ部分からのオイル漏れ事故を防ぐ対策として、最新トルクメーター

を導入し巻き締め部分の強化、ポリエチレン製中栓の材質変更及び点検作業の強化をして

まいりましたがキャップ部分の構造上、完全な防止には至りませんでした。 

現行キャップの仕様は地中海地域のオリーブオイルでは標準的であり、ギリシャ国内には

このキャップ仕様以外にはメーカーが存在しないこと、またギリシャ国内で販売する容器

はペットボトルか缶が多くの割合を占めることも対策の難しさにありました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

キャップ自体の仕様を変更することで検討を進めてまいりました。 

現行のポリエチレン中栓にアルミ製外装のネジ式に替え、ポリエチレン一体の引き抜き型

（プルトップ型）にするもので、キャップはスペイン製、ガラス瓶はイタリア製です。 

理論上は現行キャップに対して漏れ防止の効果があると判断できます。 

この変更に伴いガラス瓶を紫外線防止の材質に変更し、品質維持につなげます。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

2008 年 11 月より現行容器が消化された時点で順次切り替えといたします。出荷前点検は強

化している体制を継続しながら確認してまいります。 

新たな目標 

(1) 製造元が海外（ギリシャ）であることと、協同組合という組織であるため組合員であ

る農家の栽培から搾油までの工程を私共輸入者が全てを確認する困難さがあります。 

その改善策として製造者との交信のシステムを変更したいと考えております。これは正確

な情報交換をスムーズかつスピーディーに行うために新たな人材を入れて、現在までの英

語による交信言語を日本語⇔ギリシャ語とします。 

これにより実際に製造を行っている農家や搾油所の現地人との情報交換も可能となり、生

産状況の詳細を把握しやすくなります。９月にギリシャにて新たな交信方法について製造

者と協議をする計画をしております。 

(2) オリーブオイルの品質規格は我が国では JAS 規格により規定されていますが、この規

格は精製油をベースにしたもので、オリーブオイルにおいてはラベル表示も含め消費者に

適正な情報も伝わらず、分かりづらいものになっています。デポーでの勉強会などでオリ

ーブオイルの正しい知識を広める努力はしてまいりましたが、今年は積極的に機会を増や

したいと考えております。 

これが、オリーブオイルについての理解を深めていただくとともに、新しい組合員の確保

にもつながればと思います。 

 




